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“溶接の研究”Nb．16発刊にあたって

社団法人日本溶接協会溶接棒部会

技術委員会委員長　小林卓郎

技術委員会の51年度の成果を「溶接の研究」No．16　として

まとめ発刊いたします。

本委員会における共同研究や調査の内容は年々高度化して参り

ましたが，昭和51年における各分科会に於きましても主査・

幹事はもちろん参加していただいた委員各位の御努力により活

発な活動が見られました・

その結果，今回もこのような大報告書になりました。毎年その

まとめ方を工夫をしていますが，各分科会主査の御努力により

そのテーマが完了していないものでも，区分をして一段落をつ

けられるものは一応まとまった形で報告していただき読み易い

ように編集して貰いました。

各分科会の一年間の努力に感謝しますと共に“溶接の研究”

No．16が読者の皆様の一助となりますことを念願致します・
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昭和51年度溶接棒部会技術委員会の活動状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事長　市原　　泉

昭和51年度は継続，新規あわせて9つの分科会を結成して，それぞれ活発な研究，調査活動を齢こなった。各分科

会のテーマと活動状況は下記のと参りである。

L　共研第1分科会　　　（溶接材料の水分測定法）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主査　　林　　邦秋
　溶接材料の含有する水分について，その測定方法を標準化することを目的として活動した。1）赤外線迅速法につ

いての検討，2）溶接材料の水分測定方法（案）の作成，3）高温水分測定法についての調査の3点について検討した。

比較的低い温度（約100℃）で放出される水分についての測定法を標準化しWE　S案とした。高温水分測定法は，

52年度にも引続き検討してゆく。

2．共研第2分科会　　　（サブマージアーク溶着金属の水素測定方法の確立）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主査　　宮尾信昭
　昭和51年度は，1）各社の採用している測定法の調査，2）鋼板脱ガス，3）捕集装置の種別と寸法，4）捕集

液の種類，5）試験片の寸法むよび溶接条件　などの影響についての試験をおこない，それぞれの間の関係を明らか

にすることができた。52年度も継続して，水素測定法の確立をはかる。

3．共研第3分科会　　　（シールドガス組成が溶接金属特性に及ぼす影響に関する研究）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主査　　酒井芳也
　シールドガス組成の影響を総合的，系統的に調査した。すなわちAr，CO2の混合比を段階的に変化させ，溶接作

業性，機械的性賃，組織，化学成分，アーク現象におよぼす影響などを調べた。特にアーク現象については，高速度

カメラによる観察を壽こないフイルムを編集した。試験結果は200ページ近い資料に纏めている。

4．共研第4分科会　　　（ヒユーム発生量の測定方法の確立と化学分析方法の検討）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主査　　小林　　実
　昨年度からの継続である「被覆アーク溶接棒の全ヒューム量測定方法」についての規格原案の審議を終了した。引

続いて，発生源に沿ける溶接ヒュームの分析方法の共同研究に着手，規格化の大まかな方向が決められた。次年度も

継続する予定。

5．共研第5分科会　　　（1WG：フエライト測定のための標準試料の作成）

　　　　　　　　　（2WG：低温用オーステナイトステンレス棒の検討）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主査　　渡辺　　潔

　〔（1WG》“オーステナイト系ステンレス鋼溶着金属のフエライト測定試験法”（WE　S－1001－1976）の運用

上の円滑化をはかるための測定法のマニュアルを作成した。あわせて，標準試料（2次）の試作に着手している。

次年度も継続する予定。
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《2WG》C，Mn，Ni，Cr等の元素の含有量を変化させた308，316タイプステンレス溶接棒14種を試作し，

低温衝撃性能を甲心に極低温で使用する溶接棒としての適合性を調査した。割れ感受性がいちじるしく高くならない

範囲で低温衝撃性能のよさそうなものがみられる。

6．調査第6分科会　　（溶接材料の種類を国際的視野から見直す）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主．査　　谷垣　　尚

　国際規格，国家規格および船級協会規則の調査，市販溶接棒の種類の現状調査，溶接棒の今後の動向について調査

検討した。また，J　I　S規格のあり方についても分科会で討議した。

7．調査第7分科会　　　（肉盛溶接材料の選び方，使い方の編集）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主査　　飛鳥寅雄
　原稿の見直しが一通り終了した。全体を通しての見直しをむこなって，52年度早々には印刷，発行することにな

る予定。

8、調査第8分科会　　　（溶接の研究No．16の編集）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主査　　谷田已脩
　昭和51年度の成果，経過報告を6月に印刷することになっている。

9．規格化第9分科会　　（溶接材料関係規格表現の統一の検討）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主査　　手塚敬三
　鯉Z3211　軟鋼用被覆アーク溶接棒”について不適当な表示，表現を訂正する作業を行なった。技術的内容に

関係する訂正は行なわない（意見はのべる）方向で，Z3212，3223，3251，3210，3221，3241など

　も検討する予定である。
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